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長
崎
大
学
の
活
動
報
告

空
間
生
態
疫
学
技
術
の

具
体
的
な
修
得
を
目
指
し
て

２
０
１
９
年
10
月
26
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
の
10

日
間
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
の
支
援
に
よ
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
・
サ
バ
大
学
（
Ｕ
Ｍ
Ｓ
）
の
医
学
・
保

健
科
学
部
の
大
学
院
生
12
名
、
教
員
１
名
を
長
崎
大

学
大
学
院
熱
帯
医
学
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
科

（
Ｔ
Ｍ
Ｇ
Ｈ
）
に
招
聘
し
た
。
Ｕ
Ｍ
Ｓ
は
マ
レ
ー
シ

ア
国
サ
バ
州
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
に
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の

９
番
目
の
公
立
大
学
で
、
10
の
学
部
と
幾
つ
か
の
研

究
所
か
ら
な
る
総
合
大
学
で
あ
る
。
サ
バ
州
で
唯
一

の
国
立
大
学
と
し
て
、
サ
バ
州
で
求
め
ら
れ
て
い
る

教
育
・
研
究
に
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
Ｔ
Ｍ
Ｇ
Ｈ

と
は
２
０
１
７
年
に
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
締
結
し
、
研
究
者
お

よ
び
学
生
の
交
流
を
続
け
て
い
る
実
績
が
あ
る
。
本

交
流
計
画
の
対
象
と
な
っ
た
医
学
・
保
健
科
学
部
は
、

特
に
公
衆
衛
生
学
や
家
庭
医
療
学
の
分
野
で
は
マ
レ

ー
シ
ア
を
代
表
す
る
教
育
研
究
機
関
の
ひ
と
つ
で
、

本
学
部
の
教
育
・
研
究
水
準
の
向
上
は
地
域
の
公
衆

衛
生
・
家
庭
医
療
水
準
の
改
善
に
大
き
く
寄
与
す
る
。

近
年
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
お
い
て
、

デ
ー
タ
を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
グ
ロ
ー
バ
ル

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
研
究
活
動
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
リ
テ
ラ
シ
ー
強
化
が

喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
国
・
地
域
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
ル
ヘ
ル
ス
分
野
の
教
育
現

場
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
に
関
す
る
教
育
は
後
手
に

回
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
２
０

１
９
年
は
、
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ヘ
ル
ス
研
究
促
進
に
資
す
る

空
間
生
態
疫
学
技
術
の
研

修
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

企
画
し
、
統
計
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
言
語
を
使
っ
た
疫
学
解

析
、
デ
ー
タ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
、

効
果
的
な
デ
ー
タ
ビ
ジ
ュ
ア

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
デ

ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
す
る

実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す

る
講
義
・
実
習
を
提
供
し
た
。

他
に
も
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報

シ
ス
テ
ム
）
を
用
い
た
環
境

解
析
・
デ
ー
タ
の
空
間
分
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科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
237
回

＝
特
別
シ
リ
ー
ズ
＝

※
現
在
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
延
期
し
て
い
ま
す
。

東城文柄
（長崎大学大学院
熱帯医学・グローバル
ヘルス研究科助教）

プログラム初日にキャンパス正門にて来日学生全員で記念撮影

PCを使ってデータ解析やGISのノウハウを学んだ
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析
・
視
覚
化
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
研
究
の
課

題
に
即
し
た
様
々
な
実
践
的
技
術
を
提
供
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
「
空
間
生
態
疫
学
の
技
術
を
、

実
体
験
を
通
し
て
習
得
さ
せ
る
」
こ
と
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
学
生
が
受
け
身
に
な
ら
ず
に
、
実
際
に
手
や

体
を
動
か
し
な
が
ら
技
術
や
知
識
を
習
得
で
き
る
よ

う
な
講
義
や
実
習
を
企
画
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル

ス
の
分
野
に
お
け
る
デ
ー
タ
分
析
は
伝
統
的
に
疫
学

統
計
教
育
の
範
疇
に
入
っ
て
い
る
が
、
高
水
準
の
教

育
・
研
究
を
実
施
す
る
に
は
高
価
な
商
用
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
が
必
須
な
点
が
教
育
の
大
き
な
障
壁
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
統

計
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
（
言
語
）
の
１
つ
で
あ
る
Ｒ
を
使
っ
た
デ
ー
タ

解
析
実
習
を
提
供
し
た
。
Ｒ
は
デ
ー
タ
分
析
の
デ
フ

ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
地
位
を
確
立
し
て
お
り
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
予
算
を
か
け
ず
に
最
先
端
の
教
育
・

研
究
を
行
い
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
最
適
で
あ
る
。

他
に
も
講
義
・
実
習
で
は
、
デ
ー
タ
解
析
の
結
果
の

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
解
析
や
ビ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
扱
っ
た
。
他
に
も
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
て

自
作
す
る
器
具
（
蚊
ト
ラ
ッ
プ
）
を
活
用
し
た
昆
虫

学
的
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
や
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
手
軽
に
運
用

で
き
る
電
子
質
問
票
調
査
シ
ス
テ
ム
（
Ｏ
Ｄ
Ｋ
、

O
pen	D

ata	K
it

）
の
活
用
に
関
す
る
講
習
な
ど
も

提
供
さ
れ
た
。
特
に
４
日
目
に
は
、
「
特
別
講
演
」

と
し
て
熱
帯
医
学
研
究
所
の
研
究
者
も
多
数
参
加
し

た
「
人
獣
共
通
感
染
症
で
あ
る
サ
ル
マ
ラ
リ
ア
の
国

際
共
同
研
究
状
況
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催
し
、
来
日
学
生
を
交
え
た
最
新
の
研
究

成
果
報
告
と
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
来
日
学
生
に
対
し
「
具
体
的
な
研
究
の

取
り
組
み
の
見
聞
」
と
い
う
教
育
的
機
会
を
提
供
し

つ
つ
、
今
後
マ
レ
ー
シ
ア
で
サ
ル
マ
ラ
リ
ア
研
究
を

推
進
し
て
い
く
上
で
の
重
要
な
布
石
と
し
て
、
別
途

招
聘
し
た
Ｕ
Ｍ
Ｓ
側
の
研
究
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

（Prof.	A
hm
ed	K

am
ruddin

）
及
び
マ
レ
ー
シ

ア
保
健
省
の
マ
ラ
リ
ア
対
策
の
ト
ッ
プ
と
の
研
究
交

流
も
深
め
た
。

今
後
の
展
望

マ
レ
ー
シ
ア
（
Ｕ
Ｍ
Ｓ
）
側
か
ら
こ
れ
ほ
ど
多
く

の
学
生
が
来
日
す
る
機
会
は
極
め
て
貴
重
な
も
の
で

あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
来
日
学
生
に
と
っ
て
、
統
計

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
学
ぶ
の
は
今
回

が
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
が
、
短
期
間
で
は
あ
る

も
の
の
朝
か
ら
晩
ま
で
の
濃
密
な
講
義
・
演
習
の
経

験
は
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
来
日

学
生
達
か
ら
は
「
今
後
の
自
身
の
研
究
・
業
務
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
、
Ｕ
Ｍ
Ｓ
側

の
教
員
か
ら
は
「
機
会
が
あ
れ
ば

同
様
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
た
行
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
・
要

望
が
挙
げ
ら
れ
た
。
学
業
面
以
外

で
も
、
来
日
学
生
た
ち
が
長
崎
の

歴
史
及
び
文
化
に
関
す
る
理
解
を

広
げ
、
日
本
人
学
生
と
の
交
流
を

通
し
て
日
本
へ
の
興
味
を
一
層
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
素
晴

ら
し
か
っ
た
。
２
０
１
９
年
度
に

は
サ
ル
マ
ラ
リ
ア
研
究
に
関
す
る

Ｔ
Ｍ
Ｇ
Ｈ
と
Ｕ
Ｍ
Ｓ
の
共
同
論
文

が
す
で
に
２
報
出
て
い
る
が
（
Ｄ

Ｏ
Ｉ
：10.3390/

ije
rp
h

16162954,	10.1038/s41598-
019-47511-y

）
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
契
機
と
な
っ
て
研
究
協
力
の

機
運
は
一
層
高
ま
っ
て
い
く
と
思

わ
れ
る
。
来
日
学
生
に
は
保
健
所

の
医
師
を
は
じ
め
、
現
地
の
公
衆

衛
生
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
社

会
人
学
生
が
多
く
、
彼
ら
の
存
在

も
研
究
協
力
の
推
進
に
大
き
な
助

力
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

良
い
機
会
を
い
た
だ
い
た
科
学
技

術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
実
施
の
関
係
者
・
協
力
者

の
皆
様
に
、
こ
の
場
で
改
め
て
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

日本人学生との交流も深めることができた

成果報告会

ODKを使ったペーパレス質問票調査トレーニング

3Dプリンターを使って「蚊トラップ」作成




